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1 はじめに
附和 5 2 年度に開佃された小 ・ 中 ・ 必校生の全
国K会に参加した各チームの体格 ・ 体）」 ・ 迎動能
力について測定をおこなった。また、これらの各
測定項目と大会における戦紐との制に、特徴付け
られるOO係がみられるかを知るためれ•Fの検村を
試みた。
D 測定方法
文蔀省の休格 ・ 体カ ・ 述動能）Jテストに頓して、
つぎの l 2項目と中・ 1埒校生には I 2 分走テスト
をも加え、これらの測定項目を大会参加前に測定
を依頼し、報作してもらった。
測定項目 a) 体格…··, 1) 身長、 2) 体，"R 、
3) 胸囲、 4) 座村、 b) 体｝J ・ 運動能）J•••…
l ) 握）」、 2) 背筋力、 3) 垂直とび、 4) ／丈復
横とぴ、 5) ハンドボール（小学生はソフトポー
ル）投げ、 6) 懸垂腕屈伸、 7) 5 0 m走、
8) 1, 5 0 0 m走、 9) l 2 分とテスト、以上の
1 3 項目である。各チームからの報化·が得られず
木回収のチームがt'i•Fあった。
皿 結果と考察
年令別にみた｛本格 ・ {k)J ・ 述励能カテストの各
項目の平均値は、 K I に、ドすとおりである。各項
目とも発行発達につれ増加する領向にあることは
云うまでもない。また、昭和 5 2 年発行の文部省
の只料を各年令の一般生徒として考えて比較して
みると、それぞれの項目において低年令ほど一般
生徒より蒻い値および能）J を示しているが高年令
(I匂校生）になるとその左があまりみられなくな
る偵向にあった。その中でも 、 特に垂II'！とびはサ
ッカー選手だからと云っても 、 一般生徒に比較し
て能）J的に俊ぐれているとは思われなかった。
つぎに、これらの測定項目と戦禎とのOO係をみ
てみると、体格はr：勾校生で上位の成紹をおさめた
チームは身長と体玉のl紺係（図 l ) において、 各
項目の平均伯に近く中f，liに位罰しながらも、やや
体格的に優ぐれている傾向にあった。また、身長
・ （本直と胸囲においても同様な傾向がみられたこ
とから、 ヒ位チームの体格は身長がさほど大きく
ないがl「(I,}な体型をしている者が多かったと思わ
れる。
'＊)] ・ 迎動能力については、中 ・ 戯校生とも上
位チ ムほど敏捷性および全身持久性の能力に俊
ぐれている傾向にあった。また、能力的に俊ぐれ
ていた、この両者の関係（図 2) においても 1:1.ir
チームほど優ぐれた能力を発揮しているのがみら
れた。
このほか、高校生ではみられなかったが、中学
生では瞬発jJ と全身持久性の関係（図 3) におい
ても l：位チームが俊ぐれた能｝］を発揮している傾
仰にあった。これは巾学生の垂直とひが一般生徒
に比較して優ぐれていたのに対し、 1(:j校生は一般
生徒とあまり花がなかったためなのか、この尿因
ははっきりしない。しかしこの市はサッカーに必
要な体）］として、どのような要素が必要なのかと
いう問姐を発肢させる要因を含くんでいるものと
思われる。
この他の測定項目である筋力、筋持久力およひ
これらと敏捷性、瞬発}J、全身持久性などとの関
係においては、特徴付けられる傾向はみられなか
った。また、 Ijゞ学生においても戦糾と（本格 ・ 体）J
・ 迎勅能力との間には特徴ある関係はみられなか
った。
N まとめ
各大会に参加した選手の体格 ・ 体JJ ・ 述動能｝J
は一般生徒に比較して、 やや俊ぐれていた。特に
1本格の身K、 /4,:屯、胸囲、座翡および体jJ面では
50m走、 1,5 0 0 m走、 1 2 分走がより使ぐれ
ていた。しかし、瞬発ル（垂偵とび）は中学生に
おける能力の打意差が維持されずに、閻校生は一
般生徒と同じか、やや低 Fするほ向にあった。
扇文粕を加味して体力の特徴をみてみると、中、
-9-
下菓体育学研究第 1 号 1 9 7 7年
存校生とも上位チームほど 50m走、反復横とぴ、
1.500m走、 1 2 分走などの敏捷性および全身
表 l 各年代の体格・体カ ・ 運動能力
: 小学 5 小学 6 中学 14 8 232 4 6 
身 長 138.1 14 7.2 152.4 
cnt (137.4) (142.6) (149.6) 
1本 重 32.3 3 5.3 4 1.6 
k7 (3 2.4) (3 5.7) (4 LO) 
胸 囲 66.0 6 8.5 7 2.2 
cm. (6 6.4) (6 8.9) (7 2.0) 
座 r~ 7 3.7 7 6.6 79.2 
cm (7 4.1) (762) (7 9.8) 
握 )J 19.9 23.7 29.6 
k7 (l 8.2) (21.4) (2 6.2) 
背 筋 力 5 9.1 6 6.7 88.1 
“ 
(5 9.6) (7 1.6) (8 5.9) 
産 伯 跳 38.l 3 9.9 4 4.8 
cm (3 4.4) (3 8.0) (4 4.0) 
ソフトドホポーールJ 投／ヽン レ 33.5 39.1 22.0 
”t (3 0.0) (3 4.4) (1 9.8) 
懸 垂 3.9 
匝 (3 0.8) (3 3.9) ( 3.5) 
反復横とぴ 37.3 4 0.6 4 0.3 
制 (3 7.3) (4 0.6) (3 8.4) 
5 0 m 走 8.7 8.3 8.0 
秒 ( 9.1) ( 8.8) ( 8.4) 
1,5 0 0 m走 5.58.5 
秒 ( ー） ( ー） (6.30.3) 
1 2 分走 2,641.8 
m ( ー） ( ー） ( ー）
持久性の能力が侵ぐれていた。
中学 2 中学 3 硲校 1 高校 2
1 2 l 2 6 4 1 4 5 232 
l 61.9 165.5 16 8.9 1 70.0 
(156.5) (16 3.2) (166.3) (168.2) 
48.7 5 3.6 5 8.7 60.4 
(4 5.9) (51.9) (5 5.4) (57.8) 
7 8.0 81.4 8 5.5 86.7 
(7 5.9) (7 9.7) (8 21) (8 3.9) 
84.l 8 6.9 89.4 89.8 
(8 2.9) (8 6.4) (8 8.3 ) (8 9.3) 
3 6.1 38.5 44.6 4 7.5 
(31.2) (3 7.9) (4 1.8) (4 4.4) 
1 07.8 118.5 129.3 14 0.6 
(97.8) (11 7.1) (12 2.7) (13 2.3) 
51.4 54.5 5 9.6 6 0.6 
(49.2 ) (5 5.8) (5 8.6) (61.1) 
25.6 26.5 29.6 31.0 
(22.6) (2 5.8) (2 7.6) (2 8.6) 
6.3 9.0 8.3 10.2 
( 5.0) ( 6.8) ( 7.4) ( 8.7) 
43.5 44.2 44.8 45.1 
(4 0.9) (4 3.0) (4 4.8) (4 5.6) 
7.6 7.3 7.0 6.9 
( 7.9) ( 7.5) （・ 7.3) ( 72) 
5.41.2 5.26.7 5.2 5.7 5.15.8 
(6.14.6) (6.02.9) (5.5 5.1) (5.5 2.2 ) 
2,876.3 3,014.7 2,901.4 3,006.2 
( ー） ( ー） ( ー） ( ー）
店校 3
267 
170.3 
(168.7) 
60.5 
(5 8.6) 
86.7 
(8 5.2) 
89.6 
(8 9.5) 
4 7.1 
(4 5.1) 
l 3 9.8 
(136.5) 
61.4 
(6 3.0) 
31.8 
(2 9.1) 
1 1.2 5 
( 8.8) 
46.3 
(4 6.3) 
6.8 
( 7.1) 
5.13.7 
(5.5 6) 
3,057.4 
( ー）
( ）昭和 5 2 年発行文部省報代汽科
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図 1 高校生における身長と体重の関係
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図2 高校生における反復横とびと 1 2 分走の
関係
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図 3 中学生における垂直とびと 1500m走の関係
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